
i

はしがき

は
し
が
き
─
石
破
新
政
権
の
発
足
直
後
の
衆
院
選

　

本
書
は
、
二
〇
二
四
年
一
〇
月
二
七
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
た
第
五
〇
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
を
主
題
と
す
る
。
日
本
の
衆
院
選
も

五
〇
回
を
数
え
、
日
本
の
民
主
主
義
を
体
現
す
る
選
挙
も
一
つ
の
折
り
返
し
点
を
迎
え
た
と
み
て
も
よ
い
。

　

結
論
を
先
取
り
す
れ
ば
、
選
挙
の
結
果
は
、
与
党
で
あ
る
自
公
両
党
で
過
半
数
を
確
保
で
き
ず
、
自
民
が
六
七
議
席
減
の
一
九
一
議

席
、
公
明
も
石
井
啓
一
代
表
が
落
選
す
る
大
波
乱
で
八
議
席
減
の
二
四
議
席
、
そ
れ
に
対
し
て
野
党
側
は
立
憲
民
主
党
が
「
政
治
と
カ

ネ
」
を
批
判
し
て
五
〇
議
席
増
の
一
四
八
議
席
、
日
本
維
新
の
会
が
大
阪
・
関
西
万
博
の
開
催
準
備
遅
れ
へ
の
批
判
も
あ
っ
て
六
議
席

減
の
三
八
議
席
、
国
民
民
主
党
が
二
一
議
席
増
の
二
八
議
席
、
れ
い
わ
新
選
組
が
六
議
席
増
の
九
議
席
、
日
本
共
産
党
が
二
議
席
減
の

八
議
席
、
参
政
党
が
二
議
席
増
の
三
議
席
、
日
本
保
守
党
が
三
議
席
を
獲
得
、
社
会
民
主
党
が
一
議
席
を
維
持
、
と
い
う
結
果
と
な
っ

た
。

　

つ
ま
り
、
自
民
党
を
中
心
と
し
た
与
党
勢
力
は
過
半
数
を
維
持
で
き
ず
、
選
挙
自
体
は
「
与
党
の
敗
北
」
で
あ
っ
た
。
与
党
勢
力
が

過
半
数
を
取
れ
な
か
っ
た
の
は
、
二
〇
〇
九
年
の
麻
生
太
郎
政
権
下
の
「
政
権
交
代
選
挙
」
に
お
け
る
敗
北
以
来
と
な
る
。

　

さ
て
、
五
〇
回
を
数
え
る
衆
院
選
の
歴
史
の
中
で
、
そ
の
間
多
く
の
制
度
変
更
や
、
新
政
党
の
出
現
が
あ
り
、
民
意
を
反
映
す
る
試

み
も
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
も
そ
も
民
主
主
義
は
「
未
完
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
っ
て
も
よ
く
、
政
治
家
と
有
権
者
の
不
断
の
努
力
で
、

「
よ
り
望
ま
し
い
民
主
主
義
の
あ
り
方
と
は
何
か
」
を
問
い
続
け
る
作
業
を
継
続
的
に
繰
り
返
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

　

制
度
的
に
は
今
回
も
、「
一
票
の
格
差
」
の
観
点
か
ら
二
〇
二
二
年
の
公
職
選
挙
法
改
正
に
よ
り
小
選
挙
区
の
議
席
配
分
が
見
直
さ

れ
た
新
し
い
定
数
配
分
で
、選
挙
に
臨
む
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、二
〇
二
〇
年
の
国
勢
調
査
に
基
づ
き
、ア
ダ
ム
ズ
方
式
に
よ
っ

て
都
道
府
県
ご
と
の
小
選
挙
区
の
定
数
が
割
り
振
ら
れ
、「
十
増
十
減
」と
い
う
東
京
に
代
表
さ
れ
る「
都
市
」へ
の
議
席
の
偏
重
と
、「
地
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方
」
か
ら
の
議
席
削
減
と
い
う
見
直
し
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
東
京
都
は
三
〇
議
席
を
超
え
る
定
数
を
有
す
る
こ
と
と

な
り
、
参
院
選
で
合
区
と
な
っ
て
い
る
最
小
の
島
根
、
鳥
取
、
徳
島
、
高
知
、
ま
た
人
口
の
少
な
い
福
井
、
山
梨
、
和
歌
山
、
佐
賀
の

各
二
議
席
の
一
五
倍
も
の
議
席
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
議
席
の
「
都
市
」
偏
重
は
、
今
回
の
選
挙
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

東
京
大
都
市
圏
の
定
数
（
そ
れ
ぞ
れ
東
京
三
〇
議
席
、
千
葉
一
四
議
席
、
埼
玉
一
六
議
席
、
神
奈
川
二
〇
議
席
）
だ
け
で
も
小
選
挙
区
は

八
〇
議
席
を
占
め
、
全
体
の
お
よ
そ
三
割
が
集
中
し
て
い
る
。
名
古
屋
大
都
市
圏
（
愛
知
一
六
議
席
、
岐
阜
五
議
席
、
三
重
四
議
席
）
の

二
五
議
席
は
東
京
一
都
の
議
席
に
も
及
ば
ず
、
京
阪
神
大
都
市
圏
（
京
都
六
議
席
、
大
阪
一
九
議
席
、
兵
庫
一
二
議
席
）
の
三
七
議
席
は
東

京
一
都
の
議
席
は
超
え
る
も
の
の
、
東
京
大
都
市
圏
の
議
席
の
半
分
に
も
満
た
な
い
。
こ
れ
を
見
れ
ば
、
い
か
に
こ
の
衆
議
院
の
小
選

挙
区
の
区
割
り
が
「
東
京
一
極
集
中
」
を
反
映
し
て
い
る
も
の
か
が
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
「
都
市
」、
な
か
ん
ず
く
「
東
京
」
に
偏
重
し
た
民
主
主
義
の
制
度
設
計
は
ど
う
な
の
か
、
と
の
議
論
は
今
後
も
必
要
が

あ
る
。
こ
の
三
大
都
市
圏
だ
け
を
足
せ
ば
一
四
二
議
席
に
も
な
り
、
衆
議
院
小
選
挙
区
の
全
定
数
で
あ
る
二
八
九
議
席
の
約
半
分
が
こ

の
三
大
都
市
圏
で
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
当
然
、
そ
の
結
果
に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
都
市
」
に

は
「
無
党
派
層
」
と
呼
ば
れ
る
政
治
に
敏
感
に
反
応
す
る
、
特
定
の
支
持
政
党
を
持
た
な
い
有
権
者
層
が
多
く
、
そ
の
「
無
党
派
層
」

が
今
回
も
選
挙
の
帰
趨
を
決
め
た
可
能
性
が
あ
る
。
東
京
大
都
市
圏
で
は
東
京
（
与
党
系
一
四
議
席
、
野
党
系
一
六
議
席
）、
千
葉
（
与
党

系
七
議
席
、
野
党
系
七
議
席
）、
埼
玉
（
与
党
系
八
議
席
、
野
党
系
八
議
席
）、
神
奈
川
（
与
党
系
九
議
席
、
野
党
系
一
一
議
席
）、
名
古
屋
大
都
市

圏
で
は
愛
知
（
与
党
系
三
議
席
、
野
党
系
一
三
議
席
）、
岐
阜
（
与
党
系
四
議
席
、
野
党
系
一
議
席
）、
三
重
（
与
党
系
二
議
席
、
野
党
系
二
議
席
）、

京
阪
神
大
都
市
圏
で
は
京
都
（
与
党
系
二
議
席
、
野
党
系
四
議
席
）、
大
阪
（
与
党
系
〇
議
席
、
野
党
系
一
九
議
席
）、
兵
庫
（
与
党
系
一
〇
議
席
、

野
党
系
二
議
席
）
と
な
っ
て
お
り
、「
都
市
」
の
三
大
都
市
圏
だ
け
で
見
る
と
与
党
系
五
九
議
席
（
四
一
・
五
％
）
に
対
し
て
、
野
党
系

八
三
議
席
（
五
八
・
五
％
）
と
い
う
結
果
と
な
る
。
実
に
野
党
が
六
割
の
議
席
を
獲
得
し
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
つ
ま
り
、「
都
市
」

に
偏
重
し
た
小
選
挙
区
制
の
デ
ザ
イ
ン
が
、
与
党
の
過
半
数
割
れ
と
い
う
結
果
の
一
端
を
説
明
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
三
大
都
市
圏
の
選
挙
結
果
は
要
因
と
し
て
大
き
い
が
、
三
大
都
市
圏
だ
け
が
日
本
の
政
治
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
三
大
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はしがき

都
市
圏
以
外
の
日
本
の
「
も
う
一
つ
の
半
分
」
に
お
け
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
に
お
け
る
候
補
者
の
訴
え
や
、
有
権
者
の
想
い
を
、
忘

れ
ず
に
後
世
に
残
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
日
本
政
治
の
全
体
の
理
解
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
に
シ
リ
ー
ズ
「
現
代
日
本

の
総
選
挙
」
の
意
味
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
な
る
ほ
ど
、
人
口
は
少
な
い
た
め
に
、
定
数
配
分
も
多
く
な
く
、「
都
市
」
へ
の
人
口

流
出
に
悩
む
「
地
方
」
の
選
挙
は
、
数
値
デ
ー
タ
に
基
づ
く
「
量
的
な
見
地
」
か
ら
は
そ
の
重
要
性
は
高
い
も
の
で
は
な
い
か
も
し
れ

な
い
、
し
か
し
、
そ
こ
で
有
権
者
に
訴
え
て
い
る
候
補
者
の
発
言
や
、
未
来
へ
の
提
言
は
「
質
的
な
見
地
」
か
ら
は
、
重
要
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
含
ん
で
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
に
お
け
る
人
間
の
想
い
を
描
く
こ
と
に
本
シ
リ
ー
ズ
の
ひ
と
つ
の
大
き
な
意
味
が
あ
る
。
そ

こ
で
、
た
ん
な
る
計
量
分
析
だ
け
で
は
な
く
、
政
治
過
程
論
の
見
地
か
ら
、
選
挙
ス
タ
イ
ル
の
違
い
や
、
そ
れ
ら
の
候
補
者
の
社
会
的

な
背
景
、
さ
ら
に
は
選
挙
区
の
特
殊
性
な
ど
、
数
値
で
は
表
せ
な
い
も
の
を
積
極
的
に
記
述
し
て
い
る
。
本
書
で
は
、
そ
う
し
た
「
量

的
な
見
地
」
と
「
質
的
な
見
地
」
の
統
合
を
目
指
し
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
そ
れ
ら
の
候
補
者
や
有
権
者
が
背
景
と
し
て
い
る
、
政

治
の
ア
リ
ー
ナ
と
し
て
の
地
域
社
会
に
お
け
る
「
選
挙
の
現
場
」
に
意
味
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
地
域
社
会
の
総
体
と
し
て
の
日
本
社
会
の
変
化
の
中
で
、
特
筆
す
べ
き
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
変
化
で
あ
ろ
う
。
二
〇
二
四

年
衆
院
選
は
、「
コ
ロ
ナ
後
」
初
め
て
の
全
国
的
な
選
挙
と
い
う
意
味
も
あ
る
。
前
著
『
二
〇
二
一
年
衆
院
選
─
─
コ
ロ
ナ
禍
で
の
模

索
と
「
野
党
共
闘
」
の
限
界
』
の
表
紙
は
、
大
き
な
マ
ス
ク
を
着
け
て
選
挙
演
説
を
行
う
岸
田
文
雄
首
相
（
当
時
）
で
あ
っ
た
。
こ
れ

を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
前
回
二
〇
二
一
年
総
選
挙
は
「
コ
ロ
ナ
禍
」
の
中
で
行
わ
れ
た
。
そ
こ
で
は
選
挙
集
会
を
開
く
に
も
、

「
3
密
を
避
け
て
」
と
か
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
守
っ
て
」
と
い
う
よ
う
に
、
人
集
め
す
ら
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
が
あ
っ
た
。

ま
た
、「
カ
オ
と
カ
オ
を
突
き
合
わ
せ
て
、
握
手
を
し
た
数
し
か
票
は
入
ら
な
い
」
と
従
来
い
わ
れ
て
き
た
、
高
齢
者
を
中
心
と
し
た

集
会
を
行
っ
て
直
接
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
、
票
を
掘
り
起
こ
す
と
い
う
、
伝
統
的
に
組
織
を
有
す
る
政
党
が
得
意
と
し
て
き
た
「
地
上

戦
」
や
「
ド
ブ
板
選
挙
」、ま
た
高
齢
者
を
中
心
と
し
た
「
シ
ル
バ
ー
民
主
主
義
」
は
、二
〇
二
〇
年
か
ら
数
年
間
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、す
っ

か
り
鳴
り
を
潜
め
た
。
そ
し
て
コ
ロ
ナ
禍
が
終
わ
っ
て
以
降
も
、
か
つ
て
の
よ
う
に
は
組
織
が
動
か
な
い
と
い
う
感
想
が
持
た
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

た
だ
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
政
治
に
も
新
し
い
動
き
が
生
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
選
挙
と
い
う
民
主
主
義
を
体
現
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す
る
場
も
、「
リ
モ
ー
ト
民
主
主
義
」
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
介
し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
）
や
動
画

配
信
サ
イ
ト
を
積
極
的
に
使
用
す
る
こ
と
で
、時
間
や
空
間
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、他
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
た
り
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
届
け
る
こ
と
を
試
み
る
新
し
い
政
党
も
出
現
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
政
党
は
、
既
存
の
大
政
党
の
よ
う
に
、
強
力
な
組

織
を
持
た
な
い
こ
と
が
弱
点
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
弱
点
を
逆
手
に
と
り
、
強
力
な
組
織
に
頼
ら
ず
、
新
し
い
形
で
候
補
者
と
有
権

者
が
つ
な
が
る
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
選
挙
」
と
い
っ
て
も
よ
い
あ
り
方
を
実
践
し
て
い
っ
た
。
こ
の
選
挙
の
あ
り
方
は
、
す
で
に
東
京
都
知
事
選

で
も
示
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
う
し
た
「
リ
モ
ー
ト
民
主
主
義
」
を
う
ま
く
取
り
入
れ
た
国
民
民
主
党
や
れ
い
わ
新
選
組
等
が
躍
進
す
る

結
果
と
な
っ
た
。

　

本
書
に
お
け
る
章
の
多
く
は
、
そ
う
し
た
「
選
挙
の
現
場
」
で
あ
る
「
地
域
」
を
題
材
と
し
、
各
「
地
域
」
を
専
門
と
す
る
研
究
者

に
よ
る
分
析
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
新
し
い
「
選
挙
の
現
場
」
で
あ
る
メ
デ
ィ
ア
と
政
治
に
関
す
る
章
も
あ
る
。
こ
う
し
た
書

籍
を
「
学
術
書
冬
の
時
代
」
と
い
わ
れ
る
中
で
シ
リ
ー
ズ
化
し
て
刊
行
に
尽
力
い
た
だ
い
た
の
は
、
法
律
文
化
社
編
集
部
の
田
引
勝
二

氏
で
あ
る
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

　
「
現
代
日
本
の
総
選
挙
」
の
一
つ
の
断
面
を
世
に
問
う
こ
と
で
、
現
在
の
み
な
ら
ず
、
時
代
を
越
え
て
後
世
の
読
者
に
も
対
し
て
、

示
唆
に
富
む
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
る
一
助
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

二
〇
二
五
年
（
巳
年
）
五
月
吉
日　

一
二
年
に
一
度
の
都
議
選
、
参
院
選
を
同
じ
年
に
控
え
た
市
ヶ
谷
に
て

執
筆
者
を
代
表
し
て　

白
鳥　

浩
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